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その自然史と社会史との交流

羅原徹(名城大学)

1.はじめに

中部地方は糸魚川一静岡線でもってフオヅサ･ブグ

ナを含む東北日本と接し中新世以降の構造運動上京酉

のコントラストを生じさせた西南日本の東側のフロント

に位置している.中新世以降の東北日本は大小のブ

ロックに分かれた地塊性の運動激しい沈降運動火成

活動溶といわゆるグリンタフ変動を広域に経験してき

たのに対して西南目本側はわずかに日本海沿いの地域

にグリンタフ変動の延長部が認められるにすぎない､

西南日本の主体は先新第三系の基盤岩類が広く地表に

露出分布し中新世以降の被覆層は外帯側を除けば

限られた範囲にしか分布していない.このことは西

南日本の主体は東北日本に比べてずっと“剛体的"

な振舞をとりつづけ著しい沈降運動などをそれほど強

く経験しなかったことを物語っている.

H本の主要な大河川と大平野は殆んど東北目本側に

発達するのに対し西南日本ではみるべきものがないと

いった今日の地形景観上の対立はこうした東北日

本と西南日本の地史的発展経過に大きく基づいているこ

とが指摘されている1).中部地方はこうした西南賞

本にありながら日本アルプスなどの山岳地帯を擁し

西南日本では珍しい木曾川匁どの大河川を発達させ

これによってはぐくまれた濃尾平野を包含している.

濃尾平野はこうした意味でも中部地方の1つの個有

匁存在であり鮮新世に始まる瀬戸内沈降帯中の沈降盆

地のある発展段階として存在している.沈降盆地中の

沖積平野面はその沈降盆地の沈降運動と埋積作用との

微妙荏均衡の上に成立しているものであり沈降盆地の

発展過程からみれぱほんの短かい地質時間の1断面を

示しているに過ぎ狂い.

しかしこの地史的には1断面にすぎない沖積平野面

の形成過程の中に私達人類は先史時代から歴史時代

にかけての長い歴史過程をきざみこんでいる.

利水と治水の歴史をひもといてみると象徴的に示さ

れるように先史時代から上代にかけては沖積平野の

自然吏が社会吏の発展を大きく規定していたと云うこ

とができる･そして近世に入ると人類社会と大河

川とのたたかいにみられるように社会吏は平野の自然

吏に大き柱働きかけを行なうようになる.現代社会は

この沖積平野をコンクリｰトの海岸線で海から隔絶

させ河川を堤防の申にとじ込め湿地を干田化し沖

積平野の自然史をあたかも支配しているかの感を与えて

いる･しかし微妙た均衡の上に成り立っている沖積

平野面は人間の働きかけが加わると新しい平衡条件

へと移行し新しい適応を人間社会に強いることになっ

ている･ここではこうした沖積平野面の生いたちと

ともにその自然吏と人類社会との交錯のあとを眺めて

みることにする.

2.濃尾平野の生いたち

2.1濃尾傾動盆地の発生

濃尾平野は第2瀬戸内沈降帯の1部を恋して鮮新

世の中頃に生じた東海湖の一画に新たに生じた傾動盆

地である.この濃尾傾動盆地域カ溌生する以前にこ

の地域に存在していた東海湖は現在の濃尾平野域や伊

勢湾域を含めて西は鈴鹿山地のあたりから東は東濃

山地にまで達する広大な地域に広がっていた(第1図).

当初盆地域の南端に生じた東海湖は時代と共に沈

降域を北方に移して行き第四紀の前半までの数100

第1図中部地方の切峯面図と東海湖.益城�
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濃尾平野付近の第四紀以降の地塊フロックの分化

G:岐阜N:名古屋K:桑名Y:四周市

丁:津'M:松阪S:瀬戸

K.A1:桑名背斜丁.F.:天白河1コ断層

Y.F.:四日布断層S.S.F.:猿股一境川断層

M.T.L.:中央構造線

に生じた最も顕著な断裂性の運動は養老山塊東縁の

養老断層とその南東延長部を祖す伊勢湾断層である.

この養老一伊勢湾断層線は敦賀湾一伊勢湾線の南半

部を構成するものであり中部地塊と近畿三角帯を分け

る構造線の一翼をになっている.

次いで重要な役割を果しているのがこの断層線と

共役関係にあるとみられる北東一南西系の断層で天

白河口断層(第2図のT.F.)と桑名から四目市にかけ

て雁行状に並ぶ桑名断層や四目市断層(同図のY.F1)

である.

これらの断層によってかつての東海湖盆域は近つの

象限に分割され南北に対隅する濃尾平野域と伊勢湾は

沈降地塊と抵り東西に対隅する地塊は上昇塊化した.

この東西に対隅する上昇地塊は詳しくみるとその前縁

には猿投一知多上昇帯養老山塊一桑名背斜部(K.A.)

といった帯状につ柱がる顕著柱上昇帯が存在しその背

後には猿投一碧海盆地や伊勢丘陵地帯のような相対

的沈降部がそれぞれ配置され東西に対称的な配列を

示している.

このように濃尾平野域は第四紀に入ってから活発

化した地塊性の運動によって新しい沈降盆地として誕

生したのである.

万年の間かかってこの広大た飽域に沈降盆地のあとを2.2濃尾平野の地下構成

とどめたのである.東海湖の発生から沈降盆地が次'濃尾平野の地下構成は多数の調査井や無数の水井戸

第に北方に移動して行く過程は主として基盤の浪曲的資料によってかなりの部分までまだ深部については

変形によってもたらされたものと考えられる･天然ガス試掘井や近年急速に増加した温泉用の深層ボｰ

東海湖の北遷によって沈降盆が瀬戸内沈降帯の北限リング資料によってあらましが判ってきた.

の濃尾平野付近に達すると東海湖盆は消滅してしまつ第3図は濃尾平野の地下断面の概略を示したもので

た.東海湖盆の消滅期に近づくと養老山塊の傾動上ある.濃尾平野の地下には第1瀬戸内期の堆積物で

界や鈴鹿山塊の上昇を示すような断裂性の運動が盆地ある海成の中新統が広範に分布しておりその上位には

域内にも顕在化するようになった･そしてこれらの東海湖の堆積物である東海層灘カミこの中新統上または

断裂性の運動は東海湖の消滅後急速に活発化しか直接基盤岩を覆っている.濃尾平野地下の東海層群の

っての一連の沈降盆地域はいくつかの地塊性の運動に層厚は1,000mから1,500mに達している.

支配され一部は上昇域に一部は新たな沈降盆地塊にこの東海層樽を不整合に覆って第四紀中期以降の第

と再編されていったのである･四系が基盤の傾動運動に伴って西の万ほど厚く堆積し

第四紀中期以降のかつての東海湖盆域の個別的在地でいる.この第四系の厚さは盆地西部では300m前

焼への分化の有様を示すのが第2図である･盆地域内後から沈降の著しかった養老山脈の前縁では500m近

くに達している.

養老山脈濃尾平野名古屋猿投出合!,500mの厚さの東海層灘が仮に300

､盤投盆地

ぴ'W｡工.苧:lm万年の期間に堆積しだとすれば東海湖盆

･二花岡承･㌧:･.のみかけの沈降速度は年間α5皿mとい

､｡｡｡ルパ十ボ十…㌻｡｡う値になる.第四紀中期以降の最大…

二皿の堆積物が仮に80万年の期間に堆積し

･･;･､ミ…だとすれば濃尾傾動盆地のこの間の平

均沈降速度は年間0.6㎜m強ということに

第3図濃尾平野域

の概路地質断面�
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濃尾平野地下の第四系煽序表

時代!

第

紀

沖

積

世

洪

世

地層1

上部

南陽層

下部

濃尾層

第一礫層

埋没段丘

上部

熱繭層

下部

第二礫層

海部累層

第三礫層

先海部累層

堆積相と環境

砂･シルト層(礫層)

海成粘土層

河成～三角州成

内湾成

砂･シルト互層

礫層

礫層

河成～三智州成(アレレｰド期)

河成(ヴユルム氷期最盛期)

河成(ヴユルム氷期)

砂層中にシルト層と礫層を挾在三角州～河式

海成粘土層と最下部に砂層

礫層

砂･粘土層･礫層の互層

礫層

粘土･砂･礫層の互層

内湾成～三角州成(リス/ヴユルム間氷期)

河成(リス氷期)

粘土層は海成～河口･淡水域成のものを含む他は河成

(氷期と間氷期の繰り返し)

河成(氷期)

淡水成(氷期海面変動などによる淡水域の拡大と消滅?)

濃尾平野周辺第四系

南陽層

鳥居松段丘

犬曽根･小牧礫層

熱目ヨ層

見当山累層

武豊層･渥美累層注ど

八事･唐山層癒ど

第

紀

下

新

世

東海層群

粘土･砂･礫の互層

東海湖域

東海層癖

なる.また低位段丘に属する熱田面の傾動量から

過去3万年前後の平野西縁部の沈下速度を推定すると

年間2m･㎜ほどの値が得られる2).濃尾平野域の東海湖

時代からの沈降量は関東構造盆地や大阪盆地で試算さ

れている値と似かよった値を示している.しかし第

四紀後期のみかけの沈降量はやや大きな値となっている

のカミ注目される.

東縁を糸魚川一静岡線で西縁を敦賀一伊勢湾線で区

切られた中部地塊は!つの大きな傾動地塊を存してい

る.第4図は中部地塊西縁の養老断層に直角な方向

で中部山地の南部を切った投影断面図である.山稜

線は恵那盆地などの中部山地内に発生した地塊運動に

よって乱されてはいるが全体としては東部の山地か

ら西方に除女に高度を減じており中部地塊全体が1つ

の傾動運動を行なっていることを示している.従って

その西縁部にある濃尾傾動盆地の沈降量はこうした

中部地塊全体の傾動運動をも背景にしなカミらもたらされ

たものであると云えよう.

濃尾平野地下の東海層群を不整合に覆う第四紀中期

_鈴鹿

山塊

以降の地層は第1表のように層序区分される.これら

の第四系は第5図に示すように砂層･泥層･礫層の互

あま

層からなっている.海部累層より上位の地層には海成

粘土層カミ合まれており海部累層の堆積期から濃尾平野

地域にも海カミ浸入してきたことを示している.これら

の海成粘土層は最近沈下観測のために調査井のコア試

料の微化石分析を行なった結果海進から海退へのきれ

いなサイクルを示しており間氷期の堆積物であること

が裏付けられた薔).

一方礫層は氷期の海面低下期の延長河川の堆積物と

みられ下位の地層をかなり削り込んでいるのが認めら

れる.濃尾平野の数1,000本に及ぶ深井戸資料から復

元されたこれらの礫層の基底面の深度分布は第6図の

ようになる.これらの図には当時の浸食谷地形や埋没

段丘の存在が画き出されている.

第一礫層期の浸食主谷は濃尾平野西縁を通りその

延長は伊勢湾から湾口部まで続いていることがスパｰ

カｰ調査によって確かめられている皇).また濃尾平野

西縁の浸食主谷の深さは養老山脈前縁の地溝状の陥没

養老

山塊

濃尾平野

中部傾動地塊

恵那山

猿投山

､ムハｰ茨

木曽駒

“･3000m

翼鏡熱災㌻

潭

05α000m

第4図

濃尾平野一木曽山脈投

影断面図(各断面は養

老断層に直角方向にと

ってある)�
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第5図

濃尾平野の地下断面図
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“先海部累層

構造によってその後の差別的沈降運動が加わって下

流の木曾三川河口部よりむしろ深くなっているのが注目

される.

間氷期には海がこれらの浸食谷をひたして濃尾平

野の奥深くまで浸入しこれらの浸食谷を埋めて海成粘

土層が堆積した.こうした海成粘土層上には浸入し

た海域を埋め立て次がら河川が氾濫原～三角州性の砂

質層を堆積し沖積平野を拡げていったのであろう.

一100

一200

･300

して礫層のみが上下に重なっている

辺部の扇状地帯は

源地となっている.

下半部の非海成の部分も海域は浸

入し狂いまでも海進と海退に伴って

碓水域の拡大や浸食期が交互しておと

ずれたものと思われる.

こうして濃尾平野の地下には盆

地の傾動沈下と氷期の海面変動に支配

されながら礫層と粘土･砂層の互層

が厚.く堆積していったのである.こ

れらの粘土層に挾まれた礫層は後述

の濃尾平野の豊富な被圧地下水の格好

の帯水層となっている.粘土層は北

部などの平野周辺部に発達する扇状地

に近づくと尖滅し扇状地帯では土と

これらの平野周

濃尾平野の被圧地下水の主要な溜養

3.漉尾平野面のなりたち

3.1濃尾平野の微地形

濃尾平野は木曾三川の大型河川を流域に有し西南

日本の中にあっては最大級の1,300km2という沖積平野
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A.第一礫層基底面深度分布
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B.第二礫層基底面深度分布

第6図濃尾平野第一第二礫層基底面深度図(T.P.一m)�
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面をもっている.また濃尾平野は単一の傾動盆地塊

に形成されたことと中部山地から流出する木曾･長良

･揖斐狂どの主要河川がいずれも北方から平野域に流

入するため第7図に示すように北から扇状地･氾濫

原･三角州平野とみごとな帯状分布が発達している･

北部の扇状地帯のなかで典型的な扇形をなして広が

る扇状地を作っているのが木曾川である.木曾川は

平野部への流入口が犬山の基盤山地の狭さく部で固定さ

れていたためである.ヴユルム氷期の海面最下期前に

木曾川の作った扇状地面の一部は犬山から小牧にかけ

ての平野北東縁に低位段丘化して残っている(犬山･小

牧面と鳥居松面相当面).犬山扇状地と呼ばれる現在

の扇状地面は犬山市付近を扇頂として一宮や岩倉市の

北辺にかけて半径約12k㎜の扇面を描いて広がってい

る.扇頂部の高度は海抜40m前後でその末端部の氾

濫原に移化する付近では海抜10m前後に租っている･

扇状地面上には放射状に網目状の流路をとるかって

の木曾川の派川の跡カミ残っている.

長良川の作る扇状地は木曾川に比べると規模が小さ

い.この扇状地面上にも長良川の流路変遷のあとが

きざみこまれており扇面上に広がる岐阜市街地のこう

した旧河道部の低地は浸水被害の常習地帯となってい

る.

揖斐川とこれに東から合流する根尾川はそれぞれ

揖斐川町と本巣町を扇頂とする扇状地を形成しているカミ

麗吏時代にも両河川は複雑な河道変遷をくり返したよ

うに全体として複合扇状地を形成している.その扇

こうど

端部は神戸町から真正町付近にまで達している.揖

斐川沿いの扇状地帯には段丘化した古い扇状地面が顔

をのぞかせている.西側の山地から流入する揖斐川の

たる

支流である相川や牧剛11はそれぞれ流入部の垂井町付

近と養老町付近に扇状地を展開している.

平野西縁の養老山地の断層崖沿いには急斜する山麓

扇状地が発達している.一方平野の東側から流入す

る庄内川は春日井市付近にゆるやか淀扇状地を作って

いる.ヴユノレム氷期最盛期直前につくられた庄内川扇

状地の開析され段丘化したものが最低位の鳥居松薗で

ある.

これらの扇状地地帯につたがる氾濫原域には扇状地

の分流河道につ荏がる旧河道や氾濫原に入ってから分

流河道変遷を繰り返した旧河道カ溌達している.こ

れらの旧河道沿いには1～3mの微高地を形成して自

然堤防が断続し祖がら発達している.自然堤防の外側

の後背湿地帯には河川の氾濫時に砂質ないし泥質の細

流物質が堆積している.

自然堤防は平野東半部の木曾川水系域に発達が著し

い.このことは木曾川水系のもつ土砂運搬力が他

の河川に比べて大きいことと平野東部は盆地の沈降量

も小さく河川氾濫物質による埋積が速やかに進んだこ

とを反映しているのであろう.木曾川水系に属する一

宮から稲沢にかけての地域にはかつての後背湿地の堆

積物である泥炭質層カミ表層の砂質土層の下に2m前後

の厚さで発達している.傾動沈下量の大きかった平野

西部の長良川や揖斐川沿いの地域ではこうした泥炭質

を含む後背湿地性の泥質堆積物の厚さは5mを越すとこ

ろがありこの地域がより長期にわたって泥深い沼沢湿

地性の環境下にあったことを示している.

氾濫原域は繰返し河川の氾濫物質の被覆を受けそ

の末端部でも海抜1～2mの地盤高を有しているカミ氾

濫原の南に広がる三角州平野は自然堤防もあまり発達

せず河川氾濫物質の被覆もあまり受けていないので

海抜ゼロメｰトルの低湿地のままとりのこされている.

かつてはこの三角州平野には沼地やクリｰクがたくさ

ん残っていたのであるが排水設備の普及によって乾田

化されると共にクリｰクや沼地カミ埋め立てられて行きつ

つある.

この三角州平野の南には江戸時代の17世紀以降に

締切堤による干潟干拓地帯と明治から昭和に盛土干拓

された人工平野カミ広がっている.これら三角州平野

と締切干拓による人工平野部分は10m前後の厚さを有

する砂質の卓越する三角州頂置層に覆われている.
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3.2濃尾平野沖穣面の形成過程

最終氷期後上昇を開始した海面は氷期に作られた

浸食谷中に濃尾層を堆積させながら一時停滞していたが

沖積棋に入ると本格的な海面上昇によって海は濃尾

平野の奥深くまで浸入した.縄文海退の盛期には海

岸線は海成の沖積層下部粘土層の分布からみてもほ

ぼ今日の扇状地未端付近にまで及んだらしい.

濃尾平野周辺の丘陵地や山地中には縄文早期以前から

の遺跡が多数発見されているが縄文早期以前の海岸線

の位置を知る上で役に立つような貝塚などの遺跡は濃

尾平野内では発見されていない.恐らく扇状地末端

部には直接三角州帯が続いており安定した生活の場

を提供することか困難であったのともし生活跡が残さ

れていたとしてもその後の河川氾濫堆積物に覆われて

しまっているのであろう.

縄文早期に入ると丹羽郡大口町北替地遺跡など扇面

上や台地上に小規模な住居跡が発見されておりこうし

た地域が当時生活の拠点として利用されていたことは間

違いたい.南方の熱田台地の南端や天白川沿いの台地

や丘陵端部には縄文早期から早期末にかけての貝塚が多

数発見されている.しかし熱田台地の西端部には

この時代の古い貝塚は発見されていたい､これは縄文

海進期には熱田台地はもっと西の方まで張り出してい

たものが海進時の波食作用によって削り去られ後退し

ていったため縄文時代前半の遺跡もともに失なわれて

しまったことを物語っているのであろう5〕.

縄文前期にも熱田台地南部から鳴海付近の丘陵端部に

は貝塚灘カミ築かれ縄文時代の前半を通じて濃尾平野

南西部では丘陵台地域が直接海に接していたことを示

している.

縄文中期末(B.C.約1,000年)のものとしては養

老山脈の山麓扇状地の末端に庭岡貝塚が発見されてい

る.この貝塚は現在の海岸線から27k皿も内陸に入

り込んだ地点にあり当時なお海岸線は平野の奥深く
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まで達していたことを示している.

縄文後期から晩期に祖ると南部の熱田台地や丘陵端

部には貝塚が見られなくなる.そして犬山扇状地や

その末端部に成長しつつあった当時の三角州平野域にか

けて遺跡が認められるようになる.このことは海

が埋め立て始め成長して行く沖積平野や利水の容易柱

扇状地面が次第に生活の舞台として新しく比重を増

して行ったことを示している.

弥生時代の前期に桂ると犬山扇状地の先の清州町の

朝目付近に稲作文化をたずさえて九州から畿内を経由

した土器文化を持つ集団が移住してきた6〕.この集団

は犬山扇状地の前面に形成されっつあった沖積平野上で

稲作農業を行なうと共に海岸での漁労生活を営んでい

たらしく貝塚も残している.西方から移住してきた

集団によってもたらされた文化は在来の土器文化と交

流しながら熱田台地周辺に広がって行った.

この時期に属する酉志賀高蔵狂どの貝塚遺跡の分布

からみて弥生前期の海岸線はほぼ現在の海抜5mの

等高線付近まで海側に後退していたのであろうと考えら

れる.

弥生時代中後期の遺跡は先の朝目貝塚よりさらに

海側にかけて分布するように校ると共に北方の揖斐川

扇状地先の大垣付近の低湿な沖積平野にも発見されるよ

うになる.この大垣付近の遺跡は氾濫原堆積物の下

2～2.5m付近から発見されている.平野北西部の地表

から2～数皿下に発達する泥炭質層はC14年代から弥

生中期頃のものと推定され7)当時この地域はまだヨ

シやアシの生い茂る三角州後背湿地であったと考えられ

るが一部では氾濫原堆積物が覆い初期の自然堤防など

に依拠しながら弥生人達は新しく成長して行く沖積平

野上に稲作農業を展開していったものと思われる.こ

の時期の海岸線は現在の氾濫原末端付近(ほぼ海抜2

mの等高線沿い)まで後退していたのであろう.

古墳時代の遺跡は殆んどのものが山地や丘陵･台地

中の眺望のよい地点に築かれており濃尾平野内には

長良川の扇状地と犬山扇状地とその先に認められるにす

…新刊紹介1

“地球の起源と進化"

著者のヴォイトケヒッチはソ連地球科学界を代表する研究者の一人で

特に地球化学的分野ですぐれた業績をあげている.現在ロストフ大学

の地球化学･地球物理学教室の主任教授である.本書は原子一分子の

レベルでみた太陽系成因論･地球成因･進化論の解説書というべきもの

で1970年頃までの欧米の新しい成果を紹介しな茄ら随所に著者自身

のユニｰクな考えをのべている.後半の地球の進化についてもやは

り元素の目をとおして解説を行恋っているかプレｰト･テクトニクス

やSr･Pb同位体にもとづく新知見などの解説･批判あミないのはソ連と

いう国柄のせいであろうか.

ぎない.氾濫のくり返される沖積低地は古墳の性格

上不適当だったのであろう.扇状地上などの沖積平野

内の古墳は比較的末期のものであり人口の膨張と集

落の増大に伴って古墳も沖積平野内に進出するように

なったのであろう.犬山扇状地上の古墳はかつての

木曾川の南流する派川沿いに帯状に築かれており当時

扇面を流れる派川の流路は比較的安定していたことが推

察される.

7世紀以降の条理制の遺構は平野北酉部では牧田川

沿いの扇状地面上や大垣から岐阜市南部にかけての氾濫

原とその北側の扇状地に残っている.木曾川左岸では

犬山扇状地末端から氾濫原域にかけて断片的ながら遺

構が各地に残っておりとくに庄内川沿いの地域では大

治村から七宝町のあたりの三角州平野域まで遺構をとど

めている8).これらの庄内川沿いの地域は波食熱田

台地上にありかなり早く沖積平野として埋め立てられ

ていったものと考えられる.また大河川の氾濫との

たたかいでもあった当時の農業生産活動にとってこ

れらの庄内川流域は大河川の集る平野西部に比べて比

較的安定した条件をもっていたことも反映しているので

あろう.

12世紀の末頃には平野東南部では現在の三角州平野

の南端付近まで沖積平野が広がっていたことカミ名古屋

市中川区富岡町付近を中心に存在した円覚寺領の荘園で

ある富岡庄の古地理図から判断される.一般に中世

の荘園の分布からみると荘園時代にはほぼ現在の三角

州平野の大部分カミでき上っていたものと思われる.

江戸時代に入ると木曾川左岸の有名な御囲堤を始め

として大河川沿いの築堤が大がかりに進められるように

なった.こうした土木工事の経験を土台にして17世

紀以降には当時の三角州平野の南に広がる干潟が次次

と締切られ海面干拓が行なわれるようになり今日まで

わずか300年余りの間にこうした人工平野が10～20km

も伊勢湾に向って前進したのである･

(つづく)

とにかく最近のソ連内外の地球成因論を概観するには手頃の解説書と
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構造の起源海洋と大気の起源地殻の起源地殻の化学的進化およ

び

むすびから狂っている(柴田賢).
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